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訳者解説

明治学院歴史資料館研究調査員　齋藤元子

本書は、米国オランダ改革教会海外伝道局発行の月刊機関誌 The 
Mission Field に掲載された明治学院教師ホフソンマー宣教師（Walter 
Edward Hoffsommer）の報告書簡を翻訳したものである。

ホフソンマーは、大正期の明治学院を支えた宣教師の一人であった。
だが、残念なことに、学院史には、彼の活動に関しては詳しく記されて
いない。『明治学院百年史』においては、1919（大正 8）年、熊野雄七
が高齢を理由に中学部長を辞任したことにより、｢とりあえず、ホフソ
ンマーが部長代理となり、（中略）その後理事会では、中学部長後任選
定委員として、井深、石川、ホフソンマーの三名をあげ、詮衡に当らせ
た｣（285 頁）との記載がある。また、『明治学院百五十年史』において
は、大正期の合同キリスト教大学設立運動において、ホフソンマーが明
治学院の代表の一人として、他校との合同授業の教壇に立った（177 頁）
との言及がある。この二つのエピソードからだけでも、ホフソンマーが
明治学院の運営に深く関与していたことがうかがい知れる。

ホフソンマーは、1880 年 8 月 1 日米国カンザス州に生まれ、8 歳の
時、一家でペンシルベニア州に転居する。1903 年同州にあるアーサイ
ナス・カレッジ（Ursinus College）を卒業し、YMCA で書記の職に就
く。1907 年 7 月 31 日、ミス・グレース・ポージー（Grace Posey）と
結婚。結婚式の数週間後、若いカップルは、米国オランダ改革教会海外
伝道局の任命により、日本へと旅立つ。

赴任地は東京の明治学院であった。1915 年までの 8 年間、宣教師か
つ教師として活動する。ホフソンマーは、朝鮮半島からの留学生に対し
て、学費の支援や住まいの提供など、親身な世話をしていた。また、留
学生も事あるごとにホフソンマーに助言を求めていたことが、留学生の
手記に綴られている。

1915 年、休暇で一時帰国した際、コロンビア大学に入学する。大学
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院博士課程において教育学を専攻し、日本の教育システムに関する学位
論文を提出して博士号を得ている。1917 年日本に戻り、明治学院にお
いて活動を再開する。この時、ホフソンマーは学校教育の専門家として
の資格を備えて、再来日したのである。

1919 年、アメリカン・スクール・イン・ジャパンの理事らによる緊
急の要請を受けて、同校の校長職に就くこととなり、明治学院を去る。
ホフソンマーは校長就任後わずか 3 年間で、運営に悪戦苦闘する小さな
アメリカン・スクールを欧米の有名校に劣らないほどハイレベルな教育
機関へと押し上げた。ホフソンマーは、他のアジアの国々にあるアメリ
カン・スクールが、日本で彼が手がけたような改革を試みることに対し
てサポートを惜しまなかった。その目的の一環として、ホフソンマーは
1922 年 12 月北京と上海を訪れた。会議に出席し、講演をするなど多忙
な滞在の疲労からか、12 月 22 日夜、当地で急死する。42 歳の若さで
あった。亡骸は東京に運ばれ、明治学院に程近い白金の瑞聖寺に埋葬さ
れて、J. C. バラやワイコフら宣教師と共に眠っている。

本書で訳出した 8 通の書簡は、ホフソンマーが 1912（大正 1）年から
1914（大正 3）年に米国オランダ改革教会海外伝道局の月刊機関誌 The 
Mission Field に送付したものである。この 2 年間は、休暇で一時帰国す
る前の時期に該当する。書簡からは、ホフソンマーと明治学院生との深
い交わりが生き生きと伝わってくる。

ホフソンマーは、英文学、歴史、修辞学など複数の授業を受け持って
いたが、生徒たちとの交流は教室内にとどまらず、しばしば一緒に遠足
や小旅行に出かけていた。また、バイブル・クラスや日曜学校に生徒た
ちを誘い、伝道活動にも熱心であったことがわかる。

1919 年のアメリカン・スクールへの突然の転職、そして、1922 年の
急逝により、これまでホフソンマーと明治学院との関わりは十分に明ら
かにされてこなかった。本書がその一助となれば、幸いである。

月刊機関誌 The Mission Field に掲載されている日本からの報告書簡 
は、ホフソンマーによるものが圧倒的に多い。だが、数は少ないが、米
国オランダ改革教会海外伝道局が日本に派遣した他の宣教師からの書簡
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も散見される。そして、それらには、明治学院や後に明治学院の兄弟校
となる長崎の東山学院などの写真が添えられている。

本書の巻末に、それら写真を掲載する。大正期の明治学院とその周辺
の様子を味わっていただきたい。

＜参考文献＞
The Christian Movement in Japan, Korea and Formosa : A Year Book of 

Christian Work, Twenty-first Annual Issue published by Federation of 
Christian Missions, Japan, 1923.

明治学院歴史資料館資料集第八集『朝鮮半島出身留学生から見た日本と
明治学院』2011．
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The Mission Field
Vol.25-5, September 1912
pp.165-167

What the Meiji Gakuin Is
From a Letter of Mr. W. E. Hoffsommer

明治学院とは

 Mr. W. E. ホフソンマーからの手紙

明治学院とは一体どんな学校なのかと皆さん興味をお持ちであろう。
よって、この手紙はそれについて書きたいと思う。明治学院は男子のた
めの学校である。創設期には、3 つの海外ミッションの支援を受けてい
た。3 つのミッションとは、スコットランド一致長老教会・米国長老教
会・米国オランダ改革教会である。現在は後者の 2 つのミッションが、
日本人とともに、活動を続けている。

明治学院は 3 つの学部からなる。5 年制の普通学部、これは概ねアメ
リカの 2 年制のグラマースクールと 3 年制のハイスクールに相当するも
のである。それから、3 年制の高等学部と 3 年制の神学部である。現在
3 学部合わせて約 350 名の生徒、35 名の日本人教員と講師、米国長老教
会と米国オランダ改革教会それぞれ 3 名ずつの宣教師がいる。

私たち外国人宣教師による授業はほとんどすべて英語で行っている。
普通学部では、私たち外国人宣教師は英語の授業のみを受け持っている
が、高等学部では、他の教科も英語で教えている。例えば、私は次の学
期に、歴史を 3 クラス、英文学を 1 クラス、修辞学を 1 クラス、英語で
教える予定である。すべての科目で英語の教科書を使用する。日本で英
語を学ぶことがいかに重要視されているかは、普通学部の教科の 26
パーセントが英語科目であるという事実からも十分に察することができ
る。

明治学院に関する権限は理事会に帰属している。この理事会は 6 名の
外国人と 6 名の日本人から成る。理事会の代表は明治学院の 3 学部を統
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率する総理である。教育部門においては、総理の下、一種のマネー
ジャーであり寮の監督者でもある職員と教師たちがいる。教師陣はアメ
リカの大学の学部教師のような集団であるとの印象を私は抱いている。
教師間における人種的な差別はない。各人が明治学院の教育に欠かせな
い存在として、いずれも際立っている。

学院の建物としては、チャペル、図書室をもつ神学部校舎、高等学部
校舎、普通学部校舎、西洋的な設備が整っていない体育館がある。また、
先ごろの火災で焼失してしまった寮、食堂、浴室を建設中である。それ
らの建物のうち 2 棟はレンガ造りである。すべての校舎は、海外ミッ
ションと日本人の献金によって建てられており、その比率は海外が 5 で
日本が 1 の割合である。敷地内には 4 棟の洋館と 3 棟の日本家屋があり、
松と棕

し ゅ ろ

櫚の木が植樹され、美しい景観を呈している。
明治学院は私学であるが、政府より部分的な承認を得ているので、生

徒たちは卒業するまで徴兵の延期が認められている。また、卒業生は官
立の上級学校への対等な進学が許されてもいる。それ故に、私たちは政
府によって規定された科目をカリキュラムの中に取り入れなければなら
ない。確かに、日本の学校の教科は多すぎる傾向にある。今年卒業を迎
えたクラスは、19 の異なる科目を履修した。彼らは一週間に 40 分間の
授業を 36 コマも受講したのである。私たちの正直な気持ちとしては、
文部省から完全に承認されることによって与えられる特権の獲得を目指
すよりも、通常の授業において聖書を教えることに時間を費やしたいと
思っている。

学内では、授業のほかに、様々な活動が展開されている。YMCA、
文学ソサエティ、英会話ソサエティ、テニスや漕艇のサークル。半期に
一度はウォーキング旅行も実施されている。つい最近までは野球クラブ
もあった。残念ながら、音楽系のクラブはまだない。合唱隊は結成され
つつあるが。社会奉仕活動は、宣教師と生徒たちによって定期的に実施
されており、数人の日本人教師も参加している。宣教師館では、毎週金
曜日の夜、オープン・ハウスを開催している。毎回かなりの生徒がやっ
てくる。ゲーム、音楽、会話を皆で楽しむのであるが、すべてに日本語
と英語が入り混じっている。飲み物と軽食を供し、時には聖書の朗読や
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祈祷を行うが、形式張ったものではなく、気軽な集会である。
日本のすべての学校がアメリカの学校と著しく異なっている点の一つ

は、軍事訓練が義務化されていることである。6 歳で小学校に通い始め
た瞬間から訓練は開始され、11 年後に中等学校を卒業する時点では、
武芸に熟達していることが求められている。日本の学校では、すべての
教室において、朗唱の始まりと終わりに、級長が ｢注目｣、｢敬礼｣ と大
声で叫ぶ。私が日本に来て最初に教室に入った瞬間の経験を今も忘れる
ことができない。突然、教室の後方から ｢起立（Kiritsu）｣ と叫ぶ大声
が響き、すべての生徒が不意に私に顔を向け，｢礼（Rei）｣ と言って頭
を下げた。困惑しつつも、私も頭を下げ返し、彼らはアメリカからやっ
て来た新しい教師に特別な歓迎の意を表しているのであろうと推察した。
教室の外で生徒は教師に会うと、必ず帽子をとってお辞儀をする。

このような学校でこのような職務に従事していることに私がやりがい
を感じているか否かと、もし皆さんが問うのであれば、私は、躊躇なく
きっぱりと、｢イエス｣ と答える。私よりもはるかに優れた人々がこの
仕事に命を捧げ、私よりはるかに優れた人々が今現在この仕事に力を尽
くしている。そして、私はこの仕事をまさに楽しんでいる。働きたいと
望む家族全員がその機会を得るに十分な働きの場がここにはある。一人
の人間がこれ以上何を望もうか？ 知的かつ霊的な点においては、すべ
ての結果が目に見えるものではない。時には、恩知らずや感謝の気持ち
を表さない生徒に出会うこともある。だが、そのような経験が当てはま
らない場所があるだろうか？ アメリカで若者を教育することに価値が
あるのならば、日本の若者を教育することも同様であり、むしろそれ以
上の価値があろう。明治学院に入学を許された生徒は、1 ヶ月に 12 円
か 15 円の学費を支払わなければならない。これは 6 ドルか 7 ドルに相
当する。皆さんの中に東洋の若者のためにこの金額を捧げたいと望む人
がいたら、海外伝道局にぜひ送金をしてほしい。これ以上素晴らしい投
資はないに違いない。
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写真キャプション

THE SACRED BRIDGE AT NIKKO.  
P.5　日光の神橋  
この優美な橋は、日本の有名な将軍家の一つである徳川家の大霊廟へと至る入り口
である。300 年にわたり、この墓所は巡礼の目的地であり、崇拝の場所であった。
明治学院のようなキリスト教学校は、日本古来の文明とキリスト教文明の間の隔た
りを橋渡ししている。キリスト教文明は、日本が偉大な国家として存続するため獲
得しなければならないものであり、日本国民を偽りの神々の崇拝から遠ざけ、人々
の心を唯一の真なる神への純粋な崇拝へと導くものである。
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The Mission Field
Vol.26-3, July 1913
pp.114-115

Japan
Short Trips From Meiji Gakuin
By Mr. W. E. Hoffsommer

日本
明治学院からの小旅行

 Mr. W. E. ホフソンマー

宣教師は必ずしもシネマトグラフの熱心な愛好家ではないので、私た
ちをその分野の権威者の範疇に入れることはできないが、私は何回か上
映会に足を運んでいる。時には、もっと真面目なことに取り組んでいる
友人の作業を中断させ、どんな作品が上映されているかを調べる作業に
誘い込むことに楽しみさえ感じている。まさに最近では、私が担当して
いる歴史クラスの一組と一緒に、ジョン・バニヤンの『天路歴程』を観
に行くことまでしている。これはイタリアのフィルムである。主人公ク
リスチャン役の俳優は、以前観た工場ストライキをテーマとする作品の
ヒーローとして出演していた。また、後にはミルトンの『失楽園』で悪
魔を演じていた。

上映会の映像の約半数は海外のものである。実際、時折 ｢すべて西洋
のもの｣ と特別に宣伝されていることもある。純粋に日本のものはまだ
知らない。ただし、日本の演劇を映し出した 1 時間ほどの作品を観賞し
たことはある。これは 26 の場面から構成されていたが、劇場の至ると
ころからすすり泣きが聞こえてくるほど、リアリティがあった。

上映会が催される建物は、建築様式の点において、かなり西洋的であ
る。一部の場所では、上映は午前 10 時半に始まり、24 時間続くのであ
る！ どこの会場も 2 セント半から 25 セントの入場料を支払った人たち
で満杯である。喫煙、食事、ソフトドリンクは許可されている。よって、
室内の空気がどれほど不快なものであるか想像できるであろう。上映の



9

合間には、ウェイトレスが通路を回って、菓子やオレンジやちっぽけな
土産物を売り歩く。そして、夜の 9 時半ごろには、明かりが点されてい
る間、人々のガヤガヤと話す声は、案内係の女性の金切り声に断続的に
かき消される。彼女は、アメリカ風に言えば、次のような内容のことを
叫んでいるのである。｢デリー通り 223 番地のウィリー・ジョーンズさ
んはいらっしゃいますか？ 入り口でお母さんがお待ちです｣。

使用されている機材は、友人の言葉を借りると、｢役立たず｣ である。
欧米で散々上映されて劣化したフィルムを更なる使用のために日本に
送ってきたと十分に想像できる。そのような質の悪いフィルムを観続け
ることは目をいためる結果となる。すでに日本ではかなりの数の目の不
自由な人たちが、特別な技能を有するマッサージのスペシャリストとし
て街中を歩いているのを見かける。劣悪なフィルムの鑑賞は、そのよう
なスペシャリストを増加させることにつながるであろう。

上記のような事情ゆえに、皆さんが今アメリカで観ているものを、私
たちも遅かれ早かれきっと観ることができるであろう。日本には検閲制
度といったものは存在しないが、フィルムの中に何らかの好ましくない
ものが見出されれば、警察によって上映が禁じられる。

今日はとても興味深い出来事があった。それは明治学院の卒業生の一
人が私を訪ねてきてくれたことに始まる。彼は、入学から卒業までの 5
年間を私が連続して教えた最初のクラスの一人であった。それ故に、こ
のクラスの面々は私にとって特別であり、とりわけ興味を覚えるように
なっていた。お茶をすすりながらしばらく雑談をした後、彼は私にこう
言った。｢大きな 1 枚の紙に主イエス・キリストの金言を記していただ
けないでしょうか？ 私はそれを自分の部屋に張り、その言葉を実践し
たいと思います｣。私はしばし考えてから、次のように記した。｢イエス
はその人に、“鋤に手をかけてから後ろを顧みる者は、神の国にふさわ
しくない”と言われた。（ルカによる福音書 9：62）｣。

彼は私の名前も紙面に書くよう主張した。なぜならば、将来自分が死
を迎えた際、これを子どもに託したいと思っているからであると彼は
語った。
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生徒の中には記念となる何かを盛んに欲しがる者がいる。モット博士 1 

とエディ氏が東京の生徒たちに講演をした折、明治学院の生徒の一人は、
二度も三度も講演者二人のサインをもらって欲しいと半ば強要するよう
に私に懇願した。また、他の数人が試みた別の方法は、各人が自らの讃
美歌集を取り出し、最も好んで歌う讃美歌の頁を開いて、著名な人物に
も私たちのような著名でない人物にも皆その頁にサインをしてもらうと
いう方法である。こちらのほうがむしろより賢い方法であろう。

写真キャプション

STREET IN KARUIZAWA− JAPAN ’S MISSIONARY SUMMER RESORT  
P.11　軽井沢の町並み─日本で活動する宣教師たちの夏の避暑地
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The Mission Field
Vol.26-6, October 1913
pp.211-213

Japan — Short Trips From Meiji Gakuin
The Philosophical Garden Near Tokyo
By Mr. W. E. Hoffsommer

日本−明治学院からの小旅行
東京近郊にある哲学の庭

 Mr. W. E. ホフソンマー

最近、明治学院の上級クラスの生徒 3 人から、土曜日の午後、近距離
の遠足に連れて行って欲しいとの要望があった。彼らの話では、数マイ
ル郊外に、ありとあらゆる種類の霊物やお化けを見られる場所がある。
そこには、人間の精神の奇妙で薄気味悪い姿が、鑑賞を目的として、並
べられているそうである。私は彼らと一緒にそこを訪れた。そこで目に
したのは、私がこれまで全く見たことのないものであった。

何か楽しいことが待ち受けていると期待して訪れた場所であったのだ
が、その予想とは異なっていた。私はこの場所の創設者に会ったことが
ないので、なぜこのような方法を用いて彼の哲学的な思想を具現化した
のか、その目的を彼自身の言葉を引いて説明することはできない。しか
し、ここを訪れたことのある数人から得た情報によると、そのコンセプ
トは、井上円了 2 教授が古い大名の地所であった庭園を修養の場とし、
ここにおいて、哲学的に彼に傾倒した人たちが自らの精神の素養を高め、
絶えず哲学的な考えを思い巡らそうとしたのである。おそらく、アテネ
の郊外にあった古代のプラトンによるアカデミィやアリストテレスによ
るライシーアムの日本版を創設しようと試みたのであろう。

哲学堂とそれに付随する建物や展示館は、その大半が低い丘の上に位
置し、そこからいわゆる ｢八景｣ が眺望できる。案内チラシによれば、
本来ならば、来訪者は ｢哲理｣ の門から入ることが求められている。こ
の門は、一般には ｢悪魔門｣ として知られている。だが、多くの日本の



14

門と同様、この門は、ほとんどの時間帯、閉まっている。よって、来訪
者は、｢常識門｣ と呼ばれているあまり見栄えのしない門から出入りす
ることで満足せざるを得ないのである。

入園の際、｢ゲストブックに氏名と住所等をお書きください。もし管
理人にご用の場合は呼び鈴を鳴らしてください｣ との注意書きが目に入
る。｢管理人がお茶を供しても、その代金は無用です｣ とのサインは、
心地よい。しかし、お茶のもてなしを受ける前に、この場所全体の名称
となっているホールあるいは寺院を見るべきである。

向こうに見える 24 フィート四方の建物が ｢寺院｣ であると言われた
ならば、私がそのような仰々しい名称を使ったことに皆さんは確実に驚
くであろう。入り口の扉は土日と祭日にのみ開かれ、このことが俗世と
の隔たり感を生んでいる。床には通常の畳以外は何も置かれてない。し
かし、天井の真ん中とそこから吊り下げられているものには目を奪われ
る。天井からは 4 本の柱が延びており、天蓋を作っている。天蓋とは、
仏教寺院において、常に主要な仏像と神聖な場所を覆うものである。こ
れら 4 本の柱は、天蓋を支える重要な基点を形成している。天蓋の金箔
と銀のガラスは、宇宙の起源の不明瞭な状態を指し示している。柱から
は赤色ガラスで作られた球状のランタンが吊り下げられている。これは
精神の源を象徴している。その下には、光沢のない四角形の香料の壷が
掛けられている。これは肉体の源を表現している。この 2 つのものは、
宇宙の永遠の問題に由来している。天井の中心から放射状に伸びている
円形の棒は、屋根を支えるための建築上の必要性のみならず、共通の起
源から生み出される様々な形態を示している。仏教学的に言えば、上述
したものすべてが統一された形態こそが主要な仏像であり、哲学的に言
えば、さて、皆さんなりの考えがたぶんあるだろう。

井上博士は、古代と近代ならびに西洋と東洋の哲学を崇めるために、
インドの釈迦、中国の孔子、ソクラテス、カントを選んだ （説明書きに
よれば、ここは、宗教ではなく、哲学の会堂であるので、主イエス・キ
リストは選ばれていない）。ところで、これら 4 人の哲人の名前は、天
蓋の四隅にある大きな銘板に記されており、この建物は「四聖堂」とい
う特別な名称が冠されている。
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上述した「四聖堂」が世界的に知られた 4 哲人を祀っているように、
「六賢台」もインド、中国、日本の各 2 名の哲人 3 を祀り、彼らの肖像
画を最上階に配置した建物となっている。この 6 人の哲人を拝礼する際、
彼らを呼び出すために鈴が設置され、二度の間隔をあけて 6 回鳴らすよ
うに指示がある。これは近隣の農家が火災警報と勘違いしないための配
慮である。このタワーの重要な部分を見物し終わると、参詣者（もしそ
のように呼べるのであれば）は、参詣のプロセスの他の部分へと向かう。
それはむしろ娯楽的な側面への移行である。この特異な場所は、日本と
外国双方から収集した夥しい雑多な珍品で成り立っている。例えば、日
本の鉄道駅から集めた茶碗、世界各地の愛煙家が使用したパイプ、様々
な寺院のお守り、絵葉書、着物などである。しかし、ここで長く時間を
費やしてばかりはいられない。

小高い丘の上には、仏教・儒教・神道の三宗教を象徴する三角形のパ
ビリオンがある。掲載した日本の三大宗教の門弟の写真は、木に彫刻さ
れたものである。

今、ある意味において、もっとも興味深い場所に到達した。それは唯
心論と唯物論の庭である。5 〜 6 エーカーの広さがあり、哲学的な思想
を表記した石碑が点在している。それらが立てられている場所の名称を
歩いた順に示そう。

皇国殿・一元牆
しょう

・鬼神窟・無尽蔵・時空岡・宇宙館・幽霊梅 
相対渓・理想橋・絶対城・聖哲碑・意識駅・直覚径・認識路 
論理域・唯心庭・心字池・概念橋・主観亭・倫理淵・理性島 
先天泉・心理崖・独断峡・数理江・百科叢・懐疑巷・二元衢

く

 
造化澗

たに

・神秘洞・後天沼・原子橋・博物隄
つつみ

・理化潭
たん

・客観蘆 
唯物園・進化溝・万有林・感覚巒

らん

・経験坂・天狗松・霊明閣 
髑
ど く ろ

髏庵・常識門　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

しかし、「常識門」（私たちは今や ｢常識｣ が少し必要かもしれない。
このセンスなくしては、他のすべてのセンスはナンセンスである）から
退出する前に、「髑髏庵」の表玄関をくぐることが許された。そこは髑
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髏が来園者に火と死への気付きを促す場である（東京の人は火と死を同
じように発音する）。私たちはビリケン像を背に正座した。ビリケンは
｢アメリカの幸福の神｣ と日本では言われている。哲学的な絵が施され
た碗で茶をすすりながら、髑髏の上に坐しているヒキガエルの置物が何
を満足げにながめているのだろうか、あるいは幽霊が今にも消え失せそ
うな手で立派な楓製の杖をどのように使いこなしているのだろうかなど
と思いを巡らした。茶を飲みながら寛ぐうちに、アライグマ、キツネ、
ウサギのはく製やビリケンのような偶像が飾られているという不快感を
忘れることができた。そして、次回はランチやチェスを持参し、素敵な
藁ぶき屋根の「客観蘆」で午後を過ごし、太陽が日没の光を「万有林」
を通して私たちに投げかけてくるまで滞在しようという計画さえ立てて
いた。

写真キャプション

IMAGE OF A SPRITE IN THE PHILOSOPHICAL GARDEN  
P.18：左　哲学の庭にある霊物の像

WOODEN GHOST IN THE PHILOSOPHICAL GARDEN  
P.18：右　哲学の庭にある木彫りの幽霊
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The Mission Field
Vol.26-10, February 1914
pp.360-363

Sunday School Training in Japan
By Mr. W. E. Hoffsommer

日本での日曜学校研修

 Mr. W. E. ホフソンマー

この島国において、東京はあらゆる物事の中心である。西欧の国々の
首都は必ずしもそうではない。日曜学校の活動に関しても、それは事実
である。

東京では、ほぼすべての宣教師が日曜学校に直接関与している。東京
以外で活動する宣教師も同様のことが言える。しかしながら、日曜学校
の数は東京が他の地域を圧倒している。その訳は、東京には多くの教育
機関があり、その存在が日曜学校運動に刺激を与えているからである。
この刺激を他の場所で得ることは困難である。外国人である宣教師たち
によって、優れた西欧の教授法を取り入れながら、着実に首尾一貫した
聖書教育が実施されている。

たが、勿論、宣教師たちの働きは、成し遂げられたことのごく一部に
過ぎない。大勢の日本人教師たちが日曜学校活動の前面に立っているの
であり、まさに彼らの努力に報いるために、私たちは若者を信仰に導く
という成果を求めなければならない。

それゆえ、今年の秋、私が芝教会の日曜学校教師たちに講演をする機
会を得たことは、大変興味深い体験であった。芝教会で、これまで私は
6 年間、高校生と大学生の若者に英語を教えてきた。私は、ある意味、
この英語クラスを卒業しており、ミスター・ヴァン・ストレイン（Van 
Strien） 4 が引き継いでいる。日曜学校教師のための修養クラスは日本語
で行われる。

修養クラスは、午後の 12 時半という珍しい時間帯に始まる。しかし、
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これには理由がある。日曜学校は朝の 8 時半に始まる。それから 10 時
からの礼拝に参加する。そして、12 時には、クラスに参加するものは
教会の後方にある小部屋に集まり、米飯の昼食をともに取る。それから、
12 時半になると、上の階にある小部屋─建物のほかの部分からかな
り隔たっている真に塔のような部屋─に移動し、クラスを開始する。
私はこのクラスにやって来た人たちが示した関心に驚いた。アメリカで
も、他のどこの場所でも、そこに集えなかった人たちは常に私たちと共
にいるということに対してである。それは奇妙なことであろうが、真実
であり、正に逆説である。

この国での授業風景を視察した者が先ず印象づけられることは、ソク
ラテス・メソッド 5 がほとんど採用されていないという事実である。教
師による講義、講義、講義の連続である。それ故に、生徒たちの潜在的
な能力を引き出すという難しい技を、教訓や実例を用いて教授せねばな
らず、さらにこのクラスにやって来た 8 〜 10 人の教師たちにそのやり
方を示さなければならないのは、非常に難題である。

東京では日曜学校のエリアを 4 区域に分け、年に数回、教育や研修の
ミーティングを催している。芝教会と明治学院が立地する区域では、非
常に興味深いミーティングを 1、2 週間前に開催した。しばしば、彼ら
は教育学的な主題の講演会を持ち、その折には、大体 25 名の出席者が
ある。しかし、この 1、2 週間前のミーティングでは、73 名の出席者を
誇る結果となった。その日は本来の日曜学校も開かれていたので、大人
たちは、私たち宣教師と一緒に、あたかも幼い子どものように時折振
舞ったり、また成人に戻ったりした。

5 名の日曜学校教師が演劇を披露したが、その中の 3 名は明治学院の
生徒であった。その内容は、生徒たちが毎週日曜日に実施している活動
についてであり、とても良い話であった。幼稚園クラスの先生に扮した
女性は、この季節ならではの言葉を発した。彼女は「さて、今日ここで
皆さんにお会いできて、本当に嬉しいです。今日はじつに寒いですね。
皆さんの中には風邪を引いている方もいらっしゃるようで、鼻水をすす
る音があちこちから聞こえてきます。そこで提案ですが、皆さん今から
ハンカチを出し、一緒に思い切り鼻をかみましょう。そうすれば、静け
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さの中で残りの話に集中することができます。と言うのは、今日は皆さ
んにとても大切なお話をしたいからです。よろしいですか？ さあ、一
斉に鼻をかんで！」と呼びかけた。そして、私たちは鼻をかんだ。その
後は、少なくとも大人たちの中で、鼻水をすすった者がいただろうか？ 
いや、誰もいなかった。

もう一つ私たちを笑わせたことは、一人の少女が発した言葉である。
彼女の父親は、東京にある組合派教会のリーダー的存在の牧師である。
ヨセフについて学んでいた時、「ヤコブには何人の息子がいましたか？」
という問いが出された際、彼女は挙手して指名を要求し、「 1  （Ichi）
ダースです」と答えた。これは英語の「 1  （one）ダース」をうまく用
いた日本語である。このように日本語と英語を結びつけた日本語表現は、
非常に笑いを誘うものである。

授業の後、反省会の予定であったが、時間が押してしまい、ティータ
イムとなってしまった。それ故に、反省会は先送りとなった。私たちの
何人かは反省会を楽しみにしていたのだが ･･･。しかし、私のクラスで
は、翌週の授業の後、お茶と軽食を取りながら、無事反省会をした。

写真キャプション

SUNDAY SCHOOL CONVENTION, TOKYO.  
P.23　東京での日曜学校大会

JAPANESE SUNDAY SCHOOL LEADERS.  
P.24　日曜学校の日本人指導者たち─第四回日本日曜学校協会大会

THE RAW MATERIAL FOR THE SUNDAY SCHOOL.  
P.25　日曜学校の宝である子どもたち
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The Mission Field
Vol.26-12, April 1914
pp.449-451

Short Trips From Meiji Gakuin
By W. E. Hoffsommer

明治学院からの小旅行

 W. E. ホフソンマー

伊豆という伝道地の光景
今から約 50 年前、キリスト教を禁止する禁教令の札は、依然取り払

われていなかった。しかし、諸外国の外交的圧力が功を奏して、違反者
に対する刑の執行は、以前に比べて、かなり軽減していた。その当時、
バラ博士 6 の伊豆の地における伝道活動は、セリザワ・サイベイ

（Serizawa Saibei） 7 の改宗という形をとって、最初の報いを得ていた。
私はこの二人の男性を実にやる気に満ち溢れた老人として現在知ってい
る。彼らのエネルギーは、私たち世代の多くが十分に力を発揮していな
いような恥ずかしさを覚えるほどである。私は彼らと一緒に天城峠を越
えた。一人は 69 歳で、もう一人は 79 歳の誕生日に峠越えという正に

「離れ業」を成し遂げたのである。もし私がこの足の速いグループの一
員でなかったとしても、この離れ業のことを都会で暮らす友人たちに自
慢していたであろう。さて、この段落における重要な点は、以下の事実
である。この二人の男性は、昔この地域で夜半に路傍伝道をしたという
ことである。彼らは持参した手提げランプを政府が掲げた高札の一つに
吊り下げた。この高札は、流行病を蔓延させる邪悪な宗教であるキリス
ト教の禁止を布告するものであった。彼らはその夜、その場において、
その邪悪とされたキリスト教を広めようとした。もちろん、彼らは投石
を受けた。しかし、その中から、一人の改宗者が誕生したのである。
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クリハラ−視力の弱い友と共に
教育活動に従事している宣教師は、学校のスケジュールの中から自由

時間が得られた際、地方伝道に赴かなければならない。今回はクリスマ
ス休暇で、地方というものを私に実体験させてくれる旅であった。同伴
者は、福音伝道が生み出したプリンスの一人と呼べるクリハラという名
の男性で、伊豆の柏久保在住の私たちの仲間である。彼は 15 年間当地
で教師をしていた。最後の 3 年間、彼はウハラという名の農夫に悩まさ
れ続けていた。ウハラはある頑固な考えを抱いていた。その考えとは、
クリハラはクリスチャンになるべきであるというものである。そのため
に、ウハラは 3 年間、毎日曜日クリハラを追い掛け回し、この地域の少
数のクリスチャンが開催している小さな集会に誘った。ついに、クリハ
ラは集会に顔を出した。そして、その行為はクリハラという一人の男性
の人生ならびに彼の 3 人の子どもたちの人生に変革をもたらした。ウハ
ラはクリハラをキリスト教に導いたのである。この当時のキリスト教迫
害者は、二人の名前が近似していることに注目し、それをうまく迫害に
利用できないかと早々に思案した。

人間や国家の精神的な再生の歴史において、カメラは多くの興味深い
事実を映し出している。だが、他のいかなる場所よりも、誰かの記憶の
中に、常に多くの光景は残っていくであろう。そして、そのような光景
の一つを私はここで紹介したい。農夫であるウハラの家の茅葺屋根が背
景に見える。もし、あなたが 25 ヤード離れた道路上に立っていたなら
ば、4 人の男性の姿が目にとまるであろう。3 人は座し、甘くておいし
そうな干し柿をちょうど食べ終わろうとしているところである。立って
いるのは年配のウハラで、彼が庭の隅に近い竿から干し柿を取って皆に
供したのである。そして、もちろん、茶の用意もある。座っているのは、
宣教師、彼の旅仲間の福音伝道師、そしてクリハラである。奨励の言葉
が提案されている。クリハラが先導役となり、よく使い込まれた聖書を
開く。そして、信仰における彼の年老いた父親であるウハラの傍らに立
ち、ウハラのために改めて聖書を広げる。クリハラは極度の近眼であっ
たため、紙面から 1 インチ以上目を離すことができず、頭を頻繁に上下
させながら、聖書の言葉を追い続ける。彼はフィリピの信徒への手紙第
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1 章「わたしの身によってキリストが公然とあがめられるように ･･･ わ
たしにとって、生きるとはキリストであり」8 を読んでいる際、何度か
途中で言葉を切り、手を掲げて次の言葉を強調する。私はウハラの目に
涙が浮かんでいるのに気付いている。私たち 4 人は一冊の讃美歌集を全
員で見ながら歌う。一人が讃美歌集を広げて持ち、二人が横から、一人
が逆さまに歌詞を見る形である。それから、皆、頭を垂れ、讃美歌の作
者に吹き込まれた聖霊が彼らにも与えられることを切望して祈る。それ
は「お告げの祈り」の 2 倍の長さであった。

ウハラの家は、伊豆の景観において、小さな点に見える光である。ク
リハラの息子の一人は明治学院に在籍しており、もう一人は卒業生であ
る。また、長女はフェリス・セミナリー 9 を卒業し、今はバイブル・
ウーマン 10 として松本でワイコフ夫人（Wyckoff）と共に働いている。
彼女の婚約者はエディンボロ 11 （Edinboro）で神学を学んでいる。その
男性が、神学コースの一環として、松本の田舎で夏の伝道活動をしてい
る最中に、二人は婚約を交わした。強い絆で結ばれたクリスチャンの幸
福な家庭が誕生するであろう。そして、彼らのような存在は、あらゆる
土地において影響力をもつ。このような形で神の国は発展するのである。

写真キャプション

A COTTAGE MEETING  
P.29：上　小さな家屋での集会

PASTOR, BIBLE WOMEN ENGAGED IN SUMMER WORK AT GOTAMBA  
P.29：下　御殿場での夏の伝道活動に従事する牧師とバイブル・ウーマンたち

RAILROAD STATION MEN AFTER A MEETING  
P.30　集会後の鉄道員たち

RETURNING FROM A SERVICE  
P.31　礼拝からの帰り道
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The Mission Field
Vol.27-6, October 1914
pp.230-231

A Christian Teacher’s Influence
By Mr. W. E. Hoffsommer

クリスチャン教師の影響力

 Mr. W. E. ホフソンマー

芝教会での定例のバイブル・クラスには数人の若者が参加している。
その若者たちに関するとても興味深い出来事を話したい。彼らがクラス
に集まった際、私は彼らにこう告げた。「私はもうこれ以上、君たちを
必要としていない。君たちはこれから教師として日曜学校で定期的に教
えなければならない。それはこれまで私が君たちに授けてきた知識を試
すことを意味する」と。これは儀式ばらない卒業宣言である。4 人の若
者は、日曜学校に関わり始めて、自身の教会生活を受動的なものから能
動的なものへと一変させた。もう一人の若者は、讃美歌を率先して歌っ
た。この一団は、私の助言で、男性のコーラス隊を結成し、日曜の朝に
奉仕をしている。実際、私は芝教会の近所から引越しをしてしまったの
で、現在は彼らの練習に立ち会うことはできない。だが、彼らはイース
ターの朝の礼拝で歌う讃美歌を 23 番に決め、練習を繰り返して、当日
はピアノの伴奏に合わせて、讃美歌 23 番を見事に歌い上げた。

さて、この日曜学校の仲間に英語を話せない教会の若者たちの数人が
加わり、彼らは私の下記の提案に応えて、見事なほどの活躍を示した。
それは、教会の前の路上で夜に時折催されるストリート・フェアで、ア
マチュアの売り手として聖書を販売してみないかという提案であった。
彼らにやる気を起こさせるのには、約 1 ヶ月の時間を要したが、ついに
出店日を決め、7 時を過ぎると、私たち 8 人はひざまずいて祈り─自
主的に熱心に─、そして 11 時になると、私たちは再びひざまずいて
感謝の祈りを捧げた。
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私たちが俄かに聖歌隊を形成し讃美歌を歌い始めると、多くの人々が
集まってきた。私たちは聖書について人々に語りかけ、購入を勧めた。
大半の人々は長時間私たちのもとに留まっていたが、実際のところ、そ
れほど多くの聖書を売ることはできなかった。だがしかし、開かれた場
所で神の世界について群衆に語りかけることは、私たちの伝道運動と私
たちが今その前に立っている教会というものを広く知ってもらうために
は、素晴らしく効果があったと思う。夜の光に反射して教会が浮かび上
がる景観もまた良かった。私たちは皆、恐れを追い払うような完全なる
愛を得ていたのである。

3 人の仲間のうちの 1 人は、まだ洗礼を受けていないが、この 1 ヶ月
のうちに受洗するであろうと私は予想している。彼は、キリスト教の影
響が及んでいる国に存在する熱心な若者の正に典型である。彼の疑いや
疑問は、自由意志に関することに集中している。例えば、先週の日曜日、
彼は古代アッシリアの都市ニネヴェの人々が悔い改めたことを神は知っ
ていたかどうかと私に尋ねた。ある日は、礼拝の後、聖歌隊席で私たち
は長く語り合った。そして、彼は受洗を約束した。彼の場合、それは信
仰を公に告白することである。なぜならば、心の中では、彼はすでに信
仰を維持しているからである。私との約束以来、彼はクラス集会で祈る
ようになった。これは以前の彼には見られなかったことである。

生徒たちは他のことにも関心があり、明治学院の教員代表として、今
日私は新しい野球グランドを造る手伝いをした。と言うのは、新しい朗
読室が建てられたことによって、古いグランドは狭苦しくなってしまっ
たからである。

写真キャプション

MR. HOFFSOMMER AND HIS BIBLE CLASS  
P.34　ミスター・ホフソンマーと彼のバイブル・クラスの生徒たち
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The Mission Field
Vol.27-8, December 1914
pp.296-297

Christmas Entertainments in Japan
By W. E. Hoffsommer

日本でのクリスマスの催し

 W. E. ホフソンマー

日本人は総じて芝居好きのように私には思える。この傾向は、クリス
マスの催しが開かれる際、とりわけ顕著な形で示される。その催しは、
聖書史の中でも特にドラマテックな部分を紹介するために、非常に工夫
された場面劇を上演することなしには成立しない。劇は完璧な衣装を身
に着けて演じられる。─衣装の質は、この催しのためになされる献金
の額と催しの責任者となった人物の芸術的ならびに民俗学的知識の程度
によって、非常に幅がある。

そして、余談ではあるが、催しへの献金は、ほとんど毎年、その年の
通常の献金額と比べて、はるかに高額である。しかし、この日は、クリ
スチャンではない多くの人が、クリスマスを祝う催しがどのようなもの
であるのか、誘われて見にやってくる。そして、たとえ人ごみで十分に
声が聞き取れなかったとしても、上演されているゴスペルの物語を常に
彼らは見物できる。中世の奇跡劇の上演を強く思い起こさせるものであ
る。
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写真キャプション

TABLEAU REPRESENTING JACOB AND ESAU  
P.38　ヤコブとエサウの場面

TABLEAU REPRESENTING ABRAHAM GOING TO SACRIFICE HIS SON, 
ISAAC  
P.39：上　アブラハムが息子イサクを生け贄にしようとする場面

TABLEAU REPRESENTING THE FIVE FOOLISH VIRGINS  
P.39：下　5 人の愚かな乙女たちの場面
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The Mission Field
Vol.27-12, April 1915
pp.498-499

Why Do You Come to This Bible Class?
Answers to This Question as Given by Students in Classes Conducted by 
Prof. W.E. Hoffsommer

なぜ君たちはバイブル・クラスに参加するのか？
クラスを受け持つホフソンマー教授からの問いに対する 

生徒たちの応答

（注─明治学院のホフソンマー教授は、ボランティアで同校の若者
のためにバイブル・クラスを開いている。以下に紹介する生徒たちから
の応答は、英語を学びたいという気持ちとその他様々な動機が、彼らに
バイブル・クラスへの参加を促したことを十分に示している。ちなみに、
イニシャルは返答した生徒の氏名の頭文字である。）

キリスト教について知りたいとずっと希望していた。先週の日曜日、
偶然、バイブル・クラスのお知らせを目にした。そして、とても嬉しく
思い、直ちに参加することを決めた。Y. S.

なぜならば、聖書から何かを学び取りたいと思ったからであり、加え
て、英語も学びたいからである。S. K. M.

二つの願望を抱いてバイブル・クラスにやって来た。一つは聖書を学
ぶこと、もう一つは英語を学ぶことである。T. O.

ミスター・ホフソンマーがこの集まりに来るようにとおっしゃったか
らである。T. W.
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ミスター・オリバラの親切な助言と英語を学びたいという気持ちから
である。Y. M.

私はクリスチャンだが、まだ若いので、聖書の意味するところやキリ
スト教についてわからないことがたくさんある。それらについて真剣に
学びたい。そのために、バイブル・クラスに参加し、先生から私が理解
できていないことすべてを教えてもらいたい。M. T.

英語を学ぶ目的で来た。M. K.

聖書を学ぶために。Y. U.

ミスター・ミキの親切な助言と英語を学びたいという自身の希望から。
S. O.

聖書を学び、宗教的な思想を鍛えたいと思ったから。M. K.

私の信仰は浅いものであるので、聖書や宗教の話に関する講義を聴き、
信仰を深めたいと望んだからである。M. M.

なぜならば、神の存在を認識し、神を信じ、神の恵みを受けたいから
である。喜ばしいことに、私は英語がすこし解る。なので、あなたの講
義に参加しようと思った。M. N.

モラルを理解したいと思ったからである。S. T.

聖なる言葉を通して、これまでよりもずっと鮮明に神の姿を見出した
い。人は、祈りと聖なる言葉の双方を通じて、神を見、神に仕え、神を
信じることができると私は考えている。T. S.
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1. 親切な友人の助言を受けて。
2. 聖書と英語を学びたいので。T. M.

信仰心を強めるため。M. T.

私はクリスチャンであるにもかかわらず、聖書の知識がほとんどなく、
それを学ぶ方法も持ち合わせていないので。T. S.

写真キャプション

PROFESSOR HOFFSOMMER AND THE FIRST YEAR CLASS IN ENGLISH, 
MEIJI GAKUIN  
P.43　ホフソンマー教授と明治学院 1 年生の英語の授業

MEMBERS OF THE FENCING SOCIETY, MEIJI GAKUIN  
P.44　明治学院の剣道部員



43



44



45

＜訳者注＞

1　John Raleigh Mott（1865 〜 1955）米国ニューヨーク州の生まれ。YMCA なら

びに学生キリスト教運動（Student Christian Movement : SCM）の世界的指導

者。1946 年ノーベル平和賞受賞。

2　東洋大学の創設者。現東京都中野区に「哲学堂」を創設。現在は中野区立哲学

堂公園となっている。

3　インドの龍
リュウジュ

樹と迦
カ ピ ラ

昆羅、中国の荘子と朱子、日本の聖徳太子と菅原道真

4　米国オランダ改革教会海外伝道局の派遣により 1912（大正 1）年に来日した宣

教師 （Year Book of the Council of Missions (Presbyterian and Reformed )  Cooperating 

with the Church of Christ in Japan Thirty-six Annual Report issued by the 

Publications Committee in the Council 1913, p.105）

5　教師が一方的に話すのではなく、教師と生徒が対話を続けながら結論を導き出

していく教授法

6　James Hamilton Ballagh　1906 年日本での伝道活動が認められ、母校ラトガー

ス大学より神学博士の学位を授与された。（辻直人「 J. H. バラ」，『長老・改革

教会来日宣教師事典』，新教出版社，2003 年，205 頁）

7　芹沢才兵衛　1875（明治 8）年受洗　（三島教会百年史編集委員会編『日本キリ

スト教団三島教会百年史』1985 年，500 頁）

8　フィリピの信徒への手紙第 1 章 20 〜 21 節（新共同訳）

9　フェリス女学院の前身

10　宣教師や牧師の活動を助けた女性伝道者

11　米国ペンシルベニア州エディンボロ
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THE MISSION FIELD Vol.25-3 1912 P.107

東山学院のピーク宣教師と神学部生たち

THE MISSION FIELD Vol.25-2 1912 P.65

長崎・東山学院の最上級生たち
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THE MISSION FIELD Vol.26-5 1913 P.160

東山学院の運動会

THE MISSION FIELD Vol.26-5 1913 P.159

相撲─東山学院の運動会
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THE MISSION FIELD Vol.26-5 1913 P.161

マラソンの勝者たち─東山学院の運動会

THE MISSION FIELD Vol.26-5 1913 P.160

障害物競走─東山学院の運動会
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THE MISSION FIELD Vol.27-2 1914 P.69

軽井沢で催された宣教師と早稲田の野球試合

THE MISSION FIELD Vol.27-1 1914 P.21

明治学院の宣教師らも運営に関わった
ハンセン病罹患者のためのキリスト教病院
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THE MISSION FIELD Vol.27-6 1914 P.215

浦賀の旅館での食事
ホフソンマー宣教師の引率によるウォーキング旅行の一日

THE MISSION FIELD Vol.27-3 1914 P.102

東山学院の卒業生と来賓
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THE MISSION FIELD Vol.27-10 1915 P.415

1914 年11 月24 日の火災で焼失した明治学院の校舎

THE MISSION FIELD Vol.27-6 1914 P.216

ホフソンマー宣教師一行が目にした浦賀の風景



52

明治学院歴史資料館資料集　第14集
2018 年 3 月 31 日　発行

編集代表 播本　秀史
発 行 者 小暮　修也
発 行 所 明治学院歴史資料館
  東京都港区白金台 1-2-37
  電話　03-5421-5170
印 刷 所 河北印刷株式会社
  東京都千代田区神田北乗物町 1-1
  イトーピア神田共同ビル 2 階




